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1研究目的 

スポーツ科学は、めざましい発展を遂げ

つつあり、スポーツ現象の拡大や他の学問

領域の深まり、発展の影響を受けながら、

多様な専諸門学から構成されている。スポ

ーツ現象の複雑な諸問題に対して専門学

の枠を超えて対応しようとするため、総合

科学として扱われることが多い。 

本稿は、スポーツ科学分野に関わる重要

な分野の特定、また、日本のスポーツ科学

分野の特徴や年を重ねていくごとにどの

ような変化があるかを分析、考察すること

が目的である。 

 

2従来の研究と本研究の特徴 

従来は、ホスピタリティ分野の研究者を

特定し、その研究者がホスピタリティ分野

を専門とするかを調べ、異分野融合度の見

える化を行っていた[2]。 

本稿では、同様の手法で異分野融合度の

見える化を行い、スポーツ科学分野に関わ

る研究者の専門分野を把握することを目的

とした。 

 

3分析方法 

Web of Science(以下 WoS)を用いてスポ

ーツ科学分野の論文の収集を行った。本稿

では日本の全著者を対象とした 2010 年か

ら 2015 年の 6年間の論文を収集した。 

次に CytoScape3.5.0を用いて WoSで収集

した論文の異分野間の関係を見える化した。 

本稿で用いた研究分野の分類を表１に示

す。なお、この分類は、Clarivate Analytics 

 

社の論文データベース Web of Science に

掲載の Essential Science Indicators 

Subject Areasを元にしている。 

 

4分析結果 

分析結果を図 2に示す。2010年から 2015

年全体のデータから、スポーツ科学分野は

(4)臨床医学が中心分野であることが示さ

れている。 

次に、繋がりが強い分野は(16)神経科学・

行動学と(2)生物学・生化学で、(7)工学が続

いている。2013年からは(21)社会学・一般

学があらわれており、2014年、2015年も立

て続けに共著していることがわかる。 

また、弱いが(1)農学とも繋がりがある。 

 

5考察 

 (4)臨床医学は体力、健康にかかわる問題

を医学的に解明する分野といえる。繋がり

の強い(16)神経科学・行動学と(2)生物学・ 

表 1．研究分野 

# 内訳 # 内訳 

1 農学 13 微生物学 

2 生物学・生化学 14 分子生物学・遺伝学 

3 化学 15 総合学 

4 臨床医学 16 神経科学・行動学 

5 CP 17 薬理学・毒物学 

6 経済学・ビジネス 18 物理学 

7 工学 19 植物・畜産学 

8 環境・生態学 20 心理学・精神医学 

9 地球科学 21 社会科学・一般学 

10 免疫学 22 宇宙科学 

11 物質科学 23 芸術・人文 

12 数学   
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図 2 年度別スポーツ科学分野の日本全著者 

生化学は医学的に解明する分野と関係性が

強いといえる。 

 (1)農学に繋がりがあるのは、健康や運動

にまつわる食品学、栄養学だと考えられる。 

矢印で表したように 2013 年から 2015 年

にかけて(21)社会科学・一般学と繋がって

いる。2013 年は 2020 年東京オリンピック

開催が決定した年であり、その影響だと考

える。スポーツと社会、政治は縁のない関係

に見えるが、オリンピックを自国開催する

ということは絶大な経済効果を生む。その

ため、2013年から繋がり始めたきっかけと

考える。オリンピックが開催される 2020年

では、本稿で見られなかった異分野間での

つながりが増えることが考えられる。 

今後、スポーツ科学は異分野から影響を

受け、多くの分野と繋がりを見せていくと

考えられる。 
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